




“NICU"を中心とした新生児救命医療システムの普及が強く望まれているが,“NICU"の基準

として,生命予後の面だけでなく,経済的な制約から効率化などを重視した議論がなされて

いる。多くは大都市周辺の人口密集地帯を医療圏としている施設中心であることは否めな

い。北海道は著しく人口密度が低く,冬の交通障害など効率化の経済原則に反する不利な面

を多々抱えている。そのなかで,新しい新生児医療の展開は,古くから地域基幹病院として

地域医療を担っていた小児科内に小規模で進められている形態が多い。今回,北海道の地方

都市の小規模“NICU"での新生児医療の経済的実態をまとめ,経営的な側面から,小規模

“NICU"にも光があてられることを期待したい。 


